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訓練の実施状況について

【ご意見９】
意見６の指摘において，訓練等で運転員等がいかに経
験を積むかという訓練の重要性が指摘されている。訓
練について，視察して確認する必要があると考える。

【ご意見１０】
訓練間隔について、訓練を実施しＰＤＣＡサイクルを廻
し継続的に改善することで、訓練間隔も決まってくる。
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○今日、津波（１５ｍ）が来た場合の対策

（原子炉補機冷却系への代替海水送水訓練状況）

代替海水送水用フランジ取付確認(11/25）

港湾施設での代替海水送水確認（12/9）

○目的：代替海水送水用フランジ取付及び

φ200ホース敷設要領、送水量/圧
力等の検証

○実績：フランジ取付：12名参加

ホース敷設，送水量/圧力確認： 16名参加

③送水用フランジ（ポンプ出口逆止弁）

②ﾎｰｽ敷設385m
(実送水距離の1/2以上）

海水

①代替海水ﾎﾟﾝﾌﾟ

屋外 ﾀｰﾋﾞﾝ建屋

②送水ﾎｰｽ：約650m

排水

Hx
ﾎﾟﾝﾌﾟ

原子炉補機冷却水系

熱交換器

使用済燃料ﾌﾟｰﾙ
冷却浄化系

③

④

①代替海水ﾎﾟﾝﾌﾟ

④排水用フランジ（ポンプ入口管）
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○訓練実績 平成24年2月22日現在

6/14，6/16，6/29，6/30４回
（40名）

シビアアクシデント（水素爆発防止）

11/24,11/28×2,11/29×2,2/8

1/25，1/26×2，1/29×2，2/3×2，2/4×2９回
（40名）

ホイールローダー（がれき撤去）

9/22，9/26，9/27，10/3，10/6，10/17，10/18×3，
11/25，12/8，12/9×2，12/16，2/7

１５回
（183名）

海水系ポンプ代替設備
（代替海水ポンプ車）
（代替注水ポンプ車）

６回

（32名）

非常用発電機代替設備
（高圧電源車）

更
な
る
向
上
対
策

4/19，5/16，2/8３回
（196名）

総合訓練

4/9，4/10，4/13×2，4/14×2，4/15×2，
4/16×2，6/14，6/15，6/23，6/24，6/27，6/29，
11/3，11/5，11/6，11/14，11/16，11/20，11/22，
11/25，11/28，12/15

２８回
（263名）

運転手順

4/7×2，4/13，4/15×2５回
（36名）

水源確保
（消防車，可搬式動力ポンプ）

4/13，4/19，5/16，11/15×2５回
（40名）

電源確保
（低圧電源車）

緊
急
安
全
対
策

実績回数
(延べ人数)

項目
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○今後の訓練計画

設備改造や資機材の導入の都度，検証試験や手順書を

見直す（又は新規作成）ため，個別に訓練実施

上記個別訓練の状況を踏まえ，総合訓練等を適宜実施

夜間・冬季等より厳しい環境下で多様な訓練を行い，

ＰＤＣＡを回す
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○緊急安全対策（電源確保訓練状況）

○目的：電源機能等喪失時における
対応要員の練度向上

○実績：５～１２名規模／回にて
合計５回・延べ４０名参加

ケーブル接続（夜間訓練） 発電機操作（夜間訓練）

＊ケーブル接続時間短縮
のため，カップラー接続
方式に変更した。
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○緊急安全対策（水源確保訓練状況）

○目的：電源機能等喪失時における
対応要員の練度向上

○実績：６～１０名規模／回にて
合計５回・延べ３６名参加

フランジ（吸気口）取外し（模擬）

消防ポンプの操作

復水貯蔵
タンク

消防車
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○緊急安全対策（運転手順 訓練状況）

電源喪失を想定した
現場操作機器確認

電動弁の手動操作

○目的：手順書に基づく操作に係る
運転員の練度向上

○実績：２～２６名規模／回にて
合計１６回・延べ１８７名参加

電動弁の操作

現場操作機器の確認

全交流電源喪失状態での
中央制御室作業環境確保訓練
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○緊急安全対策（運転手順 訓練PDCA状況）

○ヘルメット用ハンズフリーライト
個人配布実施 (H23.8.8)

ヘルメット用ハンズフリーライト
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○緊急安全対策（運転手順 訓練PDCA状況）

○簡易通話装置配備拡充 (H23.8.17)
最大４箇所同時通話※
２チャンネルのグループ通話可能

※中央制御室⇔３箇所選択
（電気室、原子炉建屋Ｂ１Ｆ、３Ｆ、５Ｆ、タービン建屋１Ｆ、廃棄物処理建屋制御室、等）

現場と中央制御室との通話状況

○簡易通話装置及び通信ケーブル
敷設済（電源喪失時使用可能）

中央制御室⇔各現場の1箇所通話
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○緊急安全対策（総合訓練状況）

○目的：災害対策本部の指揮のもと
電源機能等喪失時における
対応訓練

○実績：約６０名／回にて
合計３回・延べ１９６名参加

災害対策本部（旧設備）
災害対策本部（新設備）

地震及び津波を起因とした全交
流電源及び海水系機能喪失事
象に対し、より厳しい環境を想定
して実施
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○緊急安全対策（水素爆発防止 訓練状況）

原子炉建屋天井穴あけ（模擬）

○目的：対応要員の模擬訓練

○実績：４～１７名規模／回にて
合計４回・延べ４０名参加

原子炉建屋天井穴あけ（模擬）

＊今後，常設のベント配管を設置する。
＊建屋屋上への階段を整備する。
＊ブローアウトパネル開放装置を設置する。
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○更なる向上対策（海水系ポンプ代替設備）

ポンプ車の操作

水中ポンプの操作

○目的：新規導入機器の取扱いや
操作等の検証等

○実績：６～１６名規模／回にて
合計１３回・延べ１６０名参加

残留熱除去系ポンプ

放水口へ
海

残留熱除去系海水系ポンプ

代替海水ポンプ

＊ホース接続時間短縮のため，
送水管台（カップラー）を設置する

＊
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○更なる向上対策（高圧電源車）

ポンプ車の操作

【個別試験】
○目的：性能確認

○実績：
・11/24 模擬負荷試験（単体・3台並列）
・月例点検（１回/月）

高圧電源車（起動訓練）

高圧電源車（操作訓練）
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○緊急安全対策（ホイールローダー訓練）

水中ポンプの操作

○目的：新規導入機器の取扱いや
操作等の検証等

○実績：３～４名規模／回にて
合計９回・延べ４０名参加

漂流車の除去想定（昼間）

漂流車の除去想定（夜間）

漂流車や流木を想定し、実物
等による実効的な訓練を実施
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訓練に係るＰＤＣＡサイクル（例）

レ
ビ
ュ
ー
例

・規程、マニュアルへの反映

・ハード対策・インフラ整備

・次回計画への反映

ＡＣＴ

個別訓練の実施

総合訓練の実施

ＤＯ
訓練計画・シナリオの策定

テーマ・重点項目の明確化

ＰＬＡＮ

○個別訓練
・反省事項・良好事例抽出

○総合訓練
・ レビュー者による評価（所内、本店、敦賀）
・参加部門による改善点抽出

ＣＨＥＣＫ


